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Ⅱ １ 看護学科の履修要件（先修条件）

１）実習の先修条件

臨地実習に係る科目を履修するためには、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科

目があり、『先修条件』として次のとおり細則で定めています。

臨地実習を受講する際は、各実習のオリエンテーションで「実習要項」を配付しますので、熟

読して臨んでください。臨地実習先（病院など）や時期は、科目によって異なります。

【 年度以降の入学生に適用】

先修条件のほか、専門基礎科目の必修科目については、その科目の開講年度に単位を修得していな

ければ、次年度開講科目の履修ができません。

科 目
先修条件
（単位を修得していなければならない科目）

看護基礎実習Ⅱ
２年次前期までに開講している専門基礎科目の必修科目すべての単位
を修得していること。看護技術論Ⅱ・Ⅲの科目すべての単位を修得、
若しくは修得見込みであること。

成人看護実習Ⅰ
３年次前期に開講している成人看護活動論Ⅲの単位を修得、若しくは
修得見込みであること。

成人看護実習Ⅱ

高齢者看護実習
３年次前期に開講している高齢者看護活動論Ⅱの単位を修得、若しく
は修得見込みであること。

母性看護実習Ⅰ
３年次前期に開講している母性看護活動論Ⅱの単位を修得、若しくは
修得見込みであること。

看護総合実習
成人看護実習、高齢者看護実習、小児看護実習、母性看護実習の科目
すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅰ
母性看護実習Ⅱ、小児看護実習、精神看護実習、在宅看護実習、看護
総合実習及び４年次前期までに開講している公衆衛生看護学の科目
（公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護支援論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護対
象論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護展開論、公衆衛生看護管理論）「保健医療
福祉行政論」「疫学」「健康政策論Ⅰ」「保健統計学Ⅱ」のすべての
単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護実習Ⅲ
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Ⅱ １ 看護学科の履修要件（先修条件）

１）実習の先修条件

臨地実習に係る科目を履修するためには、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科

目があり、『先修条件』として次のとおり細則で定めています。

臨地実習を受講する際は、各実習のオリエンテーションで「実習要項」を配付しますので、熟

読して臨んでください。臨地実習先（病院など）や時期は、科目によって異なります。

【 年度以降の入学生に適用】

先修条件のほか、専門基礎科目の必修科目については、その科目の開講年度に単位を修得していな

ければ、次年度開講科目の履修ができません。

科 目
先修条件
（単位を修得していなければならない科目）

看護基礎実習Ⅱ
２年次前期までに開講している専門基礎科目の必修科目すべての単位
を修得していること。看護技術論Ⅱ・Ⅲの科目すべての単位を修得、
若しくは修得見込みであること。

成人看護実習Ⅰ
３年次前期に開講している成人看護活動論Ⅲの単位を修得、若しくは
修得見込みであること。

成人看護実習Ⅱ

高齢者看護実習
３年次前期に開講している高齢者看護活動論Ⅱの単位を修得、若しく
は修得見込みであること。

母性看護実習Ⅰ
３年次前期に開講している母性看護活動論Ⅱの単位を修得、若しくは
修得見込みであること。

看護総合実習
成人看護実習、高齢者看護実習、小児看護実習、母性看護実習の科目
すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅰ
母性看護実習Ⅱ、小児看護実習、精神看護実習、在宅看護実習、看護
総合実習及び４年次前期までに開講している公衆衛生看護学の科目
（公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護支援論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護対
象論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護展開論、公衆衛生看護管理論）「保健医療
福祉行政論」「疫学」「健康政策論Ⅰ」「保健統計学Ⅱ」のすべての
単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護実習Ⅲ

・追実習を受けようとする学生は、「授業欠席届」と「欠席理由を明らかにする証明書類」を

当該科目の実習終了後５日以内に学務課に提出してください。

・所定の手続きにより教務委員会で認められた場合、各科目１回限り実習することができます。

・追実習は履修登録した年度の当該科目の開講期間内に追実習期間を設定し実施します。

・追実習は当該科目の単位認定に必要な日数分すべて行います。

・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要です。

・評価は、通常の単位認定評価と同様とします。

（追実習）

臨地実習における追実習とは、「大学が認める特段の理由による欠席」等により、やむを得

ず実習を欠席した場合、当該科目を修得するために行う実習をいいます。

・看護学科の再実習は、履修登録した当該年度内に行うことはできません。

・当該実習科目は、次年度に再度履修登録を行い実習に臨まなければなりません。

・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要です。

・再実習の評価の上限は可（ 点）とします。ただし、次年度に再度履修登録した科目の評価

は通常の単位認定と同様とします。

（再実習）

臨地実習における再実習とは、不合格（ 点未満）となった実習科目について当該科目を修

得するために行う実習をいいます。

２）臨地実習における追実習と再実習について

21



３）実習以外の科目の先修条件

また、下記の科目の履修については、次表の先修条件となっている科目の単位を修得または修

得見込みでなければなりません。

科 目
先修条件

（単位を修得していなければならない科目）

成人看護活動論Ⅱ 成人看護活動論Ⅰ

高齢者看護活動論Ⅰ 高齢者看護学概論Ⅱ

小児看護活動論Ⅱ 小児看護活動論Ⅰ

母性看護活動論Ⅰ 母性看護学概論

精神看護活動論Ⅱ 精神看護活動論Ⅰ

公衆衛生看護支援論Ⅰ

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護対象論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅱ

公衆衛生看護展開論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護支援論Ⅱ

公衆衛生看護支援論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅱ

公衆衛生看護展開論

公衆衛生看護管理論

健康政策論Ⅱ

健康政策論Ⅰ

公衆衛生看護実習Ⅰ

公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護実習Ⅲ

実践総合演習 看護総合実習
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３）実習以外の科目の先修条件

また、下記の科目の履修については、次表の先修条件となっている科目の単位を修得または修

得見込みでなければなりません。

科 目
先修条件

（単位を修得していなければならない科目）

成人看護活動論Ⅱ 成人看護活動論Ⅰ

高齢者看護活動論Ⅰ 高齢者看護学概論Ⅱ

小児看護活動論Ⅱ 小児看護活動論Ⅰ

母性看護活動論Ⅰ 母性看護学概論

精神看護活動論Ⅱ 精神看護活動論Ⅰ

公衆衛生看護支援論Ⅰ

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護対象論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅱ

公衆衛生看護展開論

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護支援論Ⅱ

公衆衛生看護支援論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅰ

公衆衛生看護対象論Ⅱ

公衆衛生看護展開論

公衆衛生看護管理論

健康政策論Ⅱ

健康政策論Ⅰ

公衆衛生看護実習Ⅰ

公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護実習Ⅲ

実践総合演習 看護総合実習

Ⅱ ２ 看護学科の卒業要件・進級要件

１）卒業要件

４年以上在学し、卒業に必要な単位数を修得していることが必要です。

科目区分 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目 小計

必修単位 単位 単位 単位 単位

選択単位 ９単位以上 ３単位以上 ４単位以上

「クリティカル看護論」

選択必修

単位 ※
－ －

「慢性看護論」

「リハビリテーション看護論Ⅱ」

単位以上

から 単位

小 計 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

合 計 単位以上

※選択必修科目を２科目以上選択した場合は、２科目目から選択科目に振り替えることができる。

２）進級要件

上級学年に進級するためには、次の要件を満たしていることが必要です。

●２年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

１年以上 ― １年次に配当されている必修科目のすべてを修得

●３年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

２年以上

配当されている必修

科目のすべてを修得

選択科目７単位以上

２年次に配当されている必修科目のすべてを修得

●４年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

３年以上 ― ３年次に配当されている必修科目のすべてを修得
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Ⅱ ３ 看護学科の資格の取得

１）看護師国家試験受験資格

本学保健医療学部看護学科を卒業した者は、看護師の国家試験受験資格を取得することができま

す。

（１）国家試験申請手続きの流れ

時期（予定） 内 容

月 国家試験ガイダンスの実施

月 大学から願書を一括提出

２月 受験票配付と免許申請ガイダンスの実施

２月 保健師・看護師国家試験

２月 卒業判定会議で卒業の認定

３月 国家試験合格発表

（２）免許申請について

国家試験合格後の免許の申請は、各自で行ってください。
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Ⅱ ３ 看護学科の資格の取得

１）看護師国家試験受験資格

本学保健医療学部看護学科を卒業した者は、看護師の国家試験受験資格を取得することができま

す。

（１）国家試験申請手続きの流れ

時期（予定） 内 容

月 国家試験ガイダンスの実施

月 大学から願書を一括提出

２月 受験票配付と免許申請ガイダンスの実施

２月 保健師・看護師国家試験

２月 卒業判定会議で卒業の認定

３月 国家試験合格発表

（２）免許申請について

国家試験合格後の免許の申請は、各自で行ってください。

２）保健師国家試験受験資格（選抜制）

本学保健医療学部看護学科が指定する科目を修得して卒業した者は、保健師の国家試験受験資

格を取得することができます。定員は 名です。

保健師国家試験受験資格取得を希望する学生は、公衆衛生看護学履修生審査会の審査が必要な

ため、次の選抜基準を満たしたうえで、申請書類を提出してください。

（１）選抜基準

① 保健師への興味・関心及び学習意欲が認められること。

② ２年次までの必修科目の全ての単位を修得していること。

③ ２年次までの専門科目（必修）の全科目成績評価において、ＧＰＡが原則として２ ５

以上であること。

④ ２年次の公衆衛生看護学概論の成績評価が「良」以上で単位を修得していること。

（２）提出書類

① 履修申請書

② 志望理由書

（３）審査方法

公衆衛生看護学履修生審査会（以下、『審査会』といいます。）において、提出書類及

び専門科目の成績や学習活動状況等について、公正かつ客観的に総合的に審査し選抜しま

す。

● 第一次審査：履修申請書及び志望理由書等の書類審査

● 第二次審査：面接審査を実施

（４）提出方法及び提出期限（手続きの流れ）

選抜方法については、１年次の入学ガイダンスから説明を開始します。

年 次 時期（予定） 内 容

３年次

４月 一次審査：履修申請書、志望理由書提出

５月 二次審査：申請者への面接実施（成績確認）

５月 最終審査：審査会による総合審査

６月 掲示にて審査結果を発表

月～ 対象科目受講

（５）保健師国家試験受験資格取得要件

卒業要件とあわせて次表の科目を修得していることが必要です。

科目区分 科目名 単位数
 公衆衛生看護学概論 １単位

 公衆衛生看護支援論Ⅰ ２単位

 公衆衛生看護支援論Ⅱ ２単位

 公衆衛生看護対象論Ⅰ ２単位

専門科目
公衆衛生看護対象論Ⅱ

公衆衛生看護展開論

１単位

２単位
 公衆衛生看護管理論 ２単位

 公衆衛生看護実習Ⅰ ２単位

 公衆衛生看護実習Ⅱ ２単位
 公衆衛生看護実習Ⅲ １単位

科目区分 科目名 単位数
 疫学 ２単位

専門基礎

科目

保健医療福祉行政論

健康政策論Ⅰ

健康政策論Ⅱ

１単位

１単位

１単位
 保健統計学Ⅱ １単位
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３）養護教諭二種免許

下記の科目の必要単位数を修得し、かつ保健師免許を取得したうえで、各都道府県教育委員会

に申請することによって、養護教諭二種免許を取得することができます。

保健師免許を取得する予定で、養護教諭二種免許も申請しようとする場合は、下記の必要科目

の単位を修得してください。養護教諭二種免許取得申請に必要な科目は、次表のとおりです。

教職免許法施行規則

第 条の６に定める科目
本学の授業科目

科目名 単位数 科目名 単位数

日本国憲法 ２単位 法と人権 ２単位

体育 ２単位
スポーツ科学と運動 １単位

スポーツ理論 １単位

外国語コミュニケーション ２単位
英語Ⅰ（基礎） １単位

英語Ⅱ（会話） １単位

情報機器の操作 ２単位
情報処理 １単位

情報リテラシー １単位

●免許状申請について

卒業後、保健師免許を取得したうえで、養護教諭二種免許の申請をする場合は、本学で「学力に関す

る証明書」（上記科目単位の取得を証明するもの）の発行を受けてください。１通 円になります。

北海道で申請する場合は、北海道教育委員会に確認し、各自で申請してください。

必要書類等は、北海道教育委員会のホームページで確認できます。

26



３）養護教諭二種免許

下記の科目の必要単位数を修得し、かつ保健師免許を取得したうえで、各都道府県教育委員会

に申請することによって、養護教諭二種免許を取得することができます。

保健師免許を取得する予定で、養護教諭二種免許も申請しようとする場合は、下記の必要科目

の単位を修得してください。養護教諭二種免許取得申請に必要な科目は、次表のとおりです。

教職免許法施行規則

第 条の６に定める科目
本学の授業科目

科目名 単位数 科目名 単位数

日本国憲法 ２単位 法と人権 ２単位

体育 ２単位
スポーツ科学と運動 １単位

スポーツ理論 １単位

外国語コミュニケーション ２単位
英語Ⅰ（基礎） １単位

英語Ⅱ（会話） １単位

情報機器の操作 ２単位
情報処理 １単位

情報リテラシー １単位

●免許状申請について

卒業後、保健師免許を取得したうえで、養護教諭二種免許の申請をする場合は、本学で「学力に関す

る証明書」（上記科目単位の取得を証明するもの）の発行を受けてください。１通 円になります。

北海道で申請する場合は、北海道教育委員会に確認し、各自で申請してください。

必要書類等は、北海道教育委員会のホームページで確認できます。

Ⅱ ４ 教育目標とディプロマ・ポリシー

年度以降入学生

看護学科
本学の教育目標 学科の教育目標 学科ディプロマ・ポリシー

１．人間力を涵養し、社会の

一員としての社会的態度

と行動をとることができ

る人材を育成する。

１．自己の良心と社会規範に

従い、自己を統制し、責

任ある行動のできる看護
専門職者を育成する。

社会の一員として社会

規範を守り、自己統制

力および責任ある行動
力を身につけている。

２．目的に適った情報の収集

と論理的な思考・判断を

行い、適切に表現できる

看護専門職者を育成する。

情報収集力・論理的思

考力・多様な表現力を

総合的に身につけてい

る。

２．生命への畏敬の念を抱き、

人間の尊厳と多様な価値

観を尊重できる人材を育

成する。

生命への畏敬の念を抱き、

人間の尊厳を守り、人々

の多様な価値観を尊重で

きる看護専門職者を育成

する。

生命への畏敬の念を抱

き、人間の尊厳を守り、

人々の多様な価値観を

尊重できる能力を身に

つけている。

３．人間と環境と健康の相互

作用を理解し、健康を社

会的視点から捉えること

ができる人材を育成する。

人間・環境・健康を体系

的に理解し、人間の生活

と環境・健康の関係につ

いて社会的視点から多角

的に捉えることのできる

看護専門職者を育成する。

人間・環境・健康に関

する知識を活用し、人

間の生活と環境・健康

に関わる社会的な諸課

題を多角的に捉える能

力を身につけている。

４．保健医療の専門職として

求められる知識・技術・

態度等を有し、実践力の

ある人材を育成する。

看護の対象となる個人・

家族・集団・地域社会の

健康課題を多角的にその

人らしい健康生活を送る

ための支援を考え、実践

できる看護専門職者を育

成する。

地域に暮らす生活者を

全人的に理解し、看護

の対象となる個人・家

族・集団・地域社会の

健康課題を明らかにし、

その解決を図るために

必要な実践力の基礎を

身につけている。

５．社会生活や保健医療福祉

で関わる人々との連携お

よび協働できる人材を育

成する。

社会と保健医療福祉分野

での看護職の役割と責務

を認識し、多職種および

関係者と連携・協働でき

る看護専門職者を育成す

る。

保健医療福祉を担う看

護職の役割と責務に基

づき、対象者の の

向上に向けて多職種お

よび関係者と連携・協

働できる能力の基礎を

身につけている。

６．保健医療福祉の諸課題へ

の探求心を持ち、将来に

わたり学修し、成長し続

ける人材を育成する。

保健医療福祉の動向を捉

え、看護の専門性を探求

し、将来にわたり能力向

上のために自己研鑽し続

ける看護専門職者を育成

する。

保健医療福祉および看

護の発展を志向し、看

護職としての専門的能

力を継続的に向上させ

るために必要な能力を

身につけている。
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Ⅱ-５ 教育課程表（2022年度以降入学生）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
学びの理解 講義 ● ● ●
生物学 講義
化学 講義
論理的思考 講義 ● ● ●
情報処理 演習 ● ● ●
統計分析法 演習 ● ● ●
情報リテラシー 演習 ● ● ●
英語Ⅰ（基礎） 演習 ● ● ●
英語Ⅱ（会話） 演習 ● ● ●
英語Ⅲ（読解） 演習
英語Ⅳ（総合） 演習
表現技法Ⅰ（読解・分析） 演習 ● ● ●
表現技法Ⅱ（討議・発表） 演習 ● ● ●
心理学 講義 ● ● ●
倫理学 講義 ● ● ●
現代社会論 講義 ● ● ●
生態学 講義
生活環境論 講義
教育学 講義
文学と人間 講義
スポーツ科学と運動 演習 ●
スポーツ理論 講義 ●
法と人権 講義 ●
地域社会文化論 講義
国際社会論 講義
社会貢献と活動 演習

小小　　計計 （（2266科科目目））
形態機能学Ⅰ 講義 ● ● ●
形態機能学Ⅱ 講義 ● ● ●
感染免疫学 講義 ● ● ●
病態学 講義 ● ● ●
薬理学 講義 ● ● ●
栄養代謝学 講義 ● ● ●
臨床栄養学 講義
生涯発達論 講義 ● ● ●
臨床心理学 講義 ● ● ●
疾病治療論Ⅰ 講義 ● ● ●
疾病治療論Ⅱ 講義 ● ● ●
環境保健論 講義 ● ● ●
社会福祉論 講義 ● ● ●
疫学 講義 ● ●
関係法規 講義 ● ● ●
保健医療福祉行政論 講義 ● ●
健康政策論Ⅰ※ 演習 ● ●
健康政策論Ⅱ※ 講義 ● ●
保健統計学Ⅰ 講義 ● ● ●
保健統計学Ⅱ※ 講義 ● ●
生命倫理 講義 ● ● ●
特別総合科目 演習

小小　　計計 （（2222科科目目））

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

選択 1年科目区分 授業科目の名称 授業
形態

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

開講年次・時間数単位数

必修

卒業認定に
必要な科目

2年 3年 4年

社会と健康

卒業要件及び履修方法
［［卒卒業業要要件件］］
基礎教育科目では24単位以上（必修科目15単位および選択科目9単位以上）、専門基礎科目27単位以上（必修科目24単位および選択科目3単位以上）、専門科目78単位以上（必修73単
位、選択必修科目「クリティカル看護論」「慢性看護論」「リハビリテーション看護論Ⅱ」から1単位、選択科目4単位以上）を履修し、合計129単位以上を修得していること。
保健師国家試験受験資格希望者は、卒業要件（129単位）の他に、保健師国家試験受験資格取得希望者のみ選択可の全ての授業科目（※）および「疫学」「保健医療福祉行政論」「公衆
衛生看護学概論」を修得し、合計148単位以上を修得していること。（履修科目の登録の上限：45単位（年間） ）

・専門科目の単位数に△がついた科目は、いずれか1科目を必ず修得すること。2科目以上選択した場合は、2科目めから選択科目に振り替えることができる。

・授業科目の名称に※のついている科目は、保健師国家試験受験資格取得希望者のみ選択可。

・養護教諭二種免許取得申請希望者は、保健師国家試験の受験に必要な科目のほかに養護教諭免許取得申請に必要な科目となる「法と人権」「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」の
単位を必ず修得していること。

養護教諭
二種免許
希望者

看護師
のみ

保健師
希望者

【基礎教育科目】
必修科目15単位

選択科目9単位以上

計24単位以上修得

【専門基礎科目】
必修科目24単位

選択科目3単位以上

計27単位以上修得

※保健師国家試験
受験資格取得

希望者のみ選択可

卒業必要単位数
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（卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

●看護師・保健師国家試験受験資格および養護教諭二種免許希望者必修科目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
看護学概論 講義 ● ● ●
看護技術総論 演習 ● ● ●
援助関係論 演習 ● ● ●
看護技術論Ⅰ 演習 ● ● ●
看護技術論Ⅱ 演習 ● ● ●
看護技術論Ⅲ 演習 ● ● ●
健康教育論 講義 ● ● ●
家族看護学 講義 ● ● ●
看護倫理 講義 ● ● ●
看護理論 講義 ● ● ●
看護基礎実習Ⅰ 実習 ● ● ●
看護基礎実習Ⅱ 実習 ● ● ●
地域看護学概論 講義 ● ● ●
地域看護実習 実習 ● ● ●
成人看護学概論 講義 ● ● ●
成人看護活動論Ⅰ 講義 ● ● ●
成人看護活動論Ⅱ 演習 ● ● ●
成人看護活動論Ⅲ 演習 ● ● ●
外来看護実習 実習 ● ● ●
成人看護実習Ⅰ 実習 ● ● ●
成人看護実習Ⅱ 実習 ● ● ●
高齢者看護学概論Ⅰ 講義 ● ● ●
高齢者看護学概論Ⅱ 講義 ● ● ●
高齢者看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●
高齢者看護活動論Ⅱ 演習 ● ● ●
高齢者看護実習 実習 ● ● ●
小児看護学概論 講義 ● ● ●
小児看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●
小児看護活動論Ⅱ 演習 ● ● ●
小児看護実習 実習 ● ● ●
母性看護学概論 講義 ● ● ●
母性看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●
母性看護活動論Ⅱ 演習 ● ● ●
母性看護実習Ⅰ 実習 ● ● ●
母性看護実習Ⅱ 実習 ● ● ●
精神看護学概論 講義 ● ● ●
精神看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●
精神看護活動論Ⅱ 講義 ● ● ●
精神看護実習 実習 ● ● ●
在宅看護学概論 講義 ● ● ●
在宅看護論Ⅰ 講義 ● ● ●
在宅看護論Ⅱ 演習 ● ● ●
在宅看護実習 実習 ● ● ●
医療安全論 講義 ● ● ●
災害看護論 講義
看護学研究法 講義 ● ● ●
看護課題研究 演習 ● ● ●
クリティカル看護論 講義 △1 ▲ ▲ ▲
慢性看護論 講義 △1 ▲ ▲ ▲
リハビリテーション看護論Ⅰ 講義 ● ● ●
リハビリテーション看護論Ⅱ 講義 △1 ▲ ▲ ▲
スポーツと看護 講義
国際看護論 講義
看護管理論 講義 ● ● ●
看護教育論 講義
看護総合実習 実習 ● ● ●
実践総合演習 演習 ● ● ●
栄養サポートチーム論 講義
地域連携ケア論Ⅰ 講義 ● ● ●
地域連携ケア論Ⅱ 講義 ● ● ●
地域連携ケア論Ⅲ 講義 ● ● ●
地域連携ケア論Ⅳ 講義 ● ● ●
公衆衛生看護学概論 講義 ● ●
公衆衛生看護支援論Ⅰ※ 講義 ● ●
公衆衛生看護支援論Ⅱ※ 演習 ● ●
公衆衛生看護対象論Ⅰ※ 講義 ● ●
公衆衛生看護対象論Ⅱ※ 講義 ● ●
公衆衛生看護展開論※ 講義 ● ●
公衆衛生看護管理論※ 講義 ● ●
公衆衛生看護実習Ⅰ※ 実習 ● ●
公衆衛生看護実習Ⅱ※ 実習 ● ●
公衆衛生看護実習Ⅲ※ 実習 ● ●

小小　　計計 （（7722科科目目））

（（112200科科目目）） 114488単単位位
以以上上

合合計計112299単単位位以以上上合合　　計計

看護の統合と
探求

公衆衛生
看護学

人間の発達段階
と看護活動

専
門
科
目

卒業認定に
必要な科目

養護教諭
二種免許
希望者

卒業必要単位数
選択 1年 2年 3年 4年

単位数 開講年次・時間数

必修
科目区分 授業科目の名称

※保健師国家試験
受験資格取得

希望者のみ選択可

【専門科目】
必修科目73単位

選択必修科目
「クリティカル看護論」

「慢性看護論」
「リハビリテーション看護論Ⅱ」

から1単位、
ならびに

選択科目4単位以上

計78単位以上修得

看護師
のみ

保健師
希望者

看護の基本

授業
形態
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学びの理解 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇
生物学 ◎ 〇
化学 ◎ 〇
論理的思考 ◎
情報処理 ◎
統計分析法 ◎
情報リテラシー 〇 ◎
英語Ⅰ（基礎） 〇 ◎ 〇
英語Ⅱ（会話） 〇 ◎ 〇
英語Ⅲ（読解） ◎
英語Ⅳ（総合） ◎
表現技法Ⅰ（読解・分析） 〇 ◎
表現技法Ⅱ（討議・発表） 〇 ◎
心理学 〇 〇 ◎ 〇
倫理学 ◎ 〇 〇
現代社会論 〇 〇 ◎ 〇
生態学 〇 〇 ◎
生活環境論 〇 〇 ◎
教育学 ◎ 〇 〇
文学と人間 〇 〇 ◎
スポーツ科学と運動 ◎ 〇 〇
スポーツ理論 〇 ◎
法と人権 ◎ 〇 〇 〇
地域社会文化論 〇 ◎ 〇
国際社会論 〇 〇 ◎ 〇
社会貢献と活動 ◎ 〇 〇

小小　　計計 （（2266科科目目））
形態機能学Ⅰ 〇 ◎
形態機能学Ⅱ 〇 ◎
感染免疫学 〇 ◎
病態学 〇 ◎
薬理学 〇 ◎
栄養代謝学 〇 ◎
臨床栄養学 〇 ◎
生涯発達論 ◎ 〇
臨床心理学 〇 ◎ 〇
疾病治療論Ⅰ 〇 ◎
疾病治療論Ⅱ 〇 ◎
環境保健論 〇 ◎
社会福祉論 〇 ◎
疫学 〇 〇 ◎ 〇
関係法規 〇 ◎
保健医療福祉行政論 〇 〇 ◎ 〇
健康政策論Ⅰ※
健康政策論Ⅱ※
保健統計学Ⅰ 〇 ◎ 〇 〇
保健統計学Ⅱ※
生命倫理 ◎ 〇
特別総合科目 ◎ 〇 〇 〇 〇

小小　　計計 （（2222科科目目））

学科ディプロマ・ポリシー

Ⅱ-６ 教育課程と学科ディプロマ・ポリシーの関連表

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

社会と健康

◎：強く関連するディプロマ・ポリシー、○：関連するディプロマ・ポリシ―科目区分 授業科目の名称
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看護学概論 〇 〇 ◎ 〇
看護技術総論 〇 〇 ◎
援助関係論 〇 〇 ◎
看護技術論Ⅰ 〇 〇 ◎
看護技術論Ⅱ 〇 〇 ◎
看護技術論Ⅲ 〇 〇 ◎
健康教育論 〇 ◎ 〇
家族看護学 〇 〇 ◎
看護倫理 〇 〇 ◎
看護理論 〇 〇 ◎
看護基礎実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
看護基礎実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
地域看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
地域看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
成人看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
成人看護活動論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎
成人看護活動論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎
成人看護活動論Ⅲ 〇 〇 〇 〇 ◎
外来看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
成人看護実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
成人看護実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
高齢者看護学概論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎
高齢者看護学概論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
高齢者看護活動論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
高齢者看護活動論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
高齢者看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
小児看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
小児看護活動論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
小児看護活動論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎
小児看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
母性看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎
母性看護活動論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎
母性看護活動論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎
母性看護実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
母性看護実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
精神看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎
精神看護活動論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
精神看護活動論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎
精神看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
在宅看護学概論 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
在宅看護論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
在宅看護論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎
在宅看護実習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇
医療安全論 ◎ 〇
災害看護論 〇 ◎
看護学研究法 〇 〇 〇 〇 ◎
看護課題研究 〇 〇 〇 〇 ◎
クリティカル看護論 〇 ◎
慢性看護論 〇 ◎
リハビリテーション看護論Ⅰ ◎ 〇
リハビリテーション看護論Ⅱ 〇 ◎
スポーツと看護 〇 ◎
国際看護論 〇 ◎
看護管理論 〇 〇 ◎
看護教育論 ◎
看護総合実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
実践総合演習 〇 ◎
栄養サポートチーム論 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
地域連携ケア論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
地域連携ケア論Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
地域連携ケア論Ⅲ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
地域連携ケア論Ⅳ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
公衆衛生看護学概論 〇 ◎ 〇
公衆衛生看護支援論Ⅰ※
公衆衛生看護支援論Ⅱ※
公衆衛生看護対象論Ⅰ※
公衆衛生看護対象論Ⅱ※
公衆衛生看護展開論※
公衆衛生看護管理論※
公衆衛生看護実習Ⅰ※
公衆衛生看護実習Ⅱ※
公衆衛生看護実習Ⅲ※

小小　　計計 （（7722科科目目））
（（112200科科目目））

学科ディプロマ・ポリシー

◎：強く関連するディプロマ・ポリシー、○：関連するディプロマ・ポリシ―

専
門
科
目

看護の基
本

人間の発
達段階

と看護活
動

看護の統
合と
探求

公衆衛生
看護学

合合　　計計

科目区分 授業科目の名称
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Ⅱ－７ 科目配置表

2022年度以降入学生　看護学科
前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位

学びの理解 統計分析法

生物学 選 情報リテラシー

化学 選

論理的思考

情報処理

英語Ⅰ（基礎） 英語Ⅱ（会話） 英語Ⅲ（読解） 選 英語Ⅳ（総合） 選

表現技法Ⅰ（読解・分析） 表現技法Ⅱ（討議・発表）

心理学 スポーツ理論  選 生活環境論 選 教育学 選

倫理学 法と人権  選 社会貢献と活動 選 文学と人間 選

現代社会論 地域社会文化論 選 国際社会論 選

生態学 選

スポーツ科学と運動　 選
12科目 7科目 3科目 4科目

（選択4科目） （選択3科目） （選択3科目） （選択4科目）
形態機能学Ⅰ 形態機能学Ⅱ 薬理学 疾病治療論Ⅱ

生涯発達論 感染免疫学 臨床心理学

病態学 疾病治療論Ⅰ

栄養代謝学

特別総合科目【通年】 特別総合科目【通年】 選 生命倫理 社会福祉論

環境保健論

関係法規
3科目 7科目 4科目 2科目

（選択0科目） （選択1科目） （選択0科目） （選択0科目）
看護学概論 看護技術論Ⅰ 看護技術論Ⅱ 看護技術論Ⅲ

看護技術総論 地域看護学概論 健康教育論

援助関係論 家族看護学

看護基礎実習Ⅰ 看護倫理

看護理論

看護基礎実習Ⅱ　　　　

地域看護実習

成人看護学概論 成人看護活動論Ⅰ 成人看護活動論Ⅱ

高齢者看護学概論Ⅰ 高齢者看護学概論Ⅱ 高齢者看護活動論Ⅰ

母性看護学概論 小児看護学概論

母性看護活動論Ⅰ

精神看護学概論

地域連携ケア論Ⅰ リハビリテーション看護論Ⅰ スポーツと看護 選

地域連携ケア論Ⅱ

公衆衛生看護学概論 選

4科目 5科目 6科目 14科目
（選択2科目）

19科目 19科目 13科目 20科目
（選択4科目） （選択4科目） （選択3科目） （選択6科目）

1.単位の欄の数字は単位数で、単位の（数字）は選択科目の単位数である。
2.科目名の最後に【通年】が記載されている科目は通年科目であり、単位数は当該年次の後期に単位数を記載している。
3.科目名の最後に（※）が記載されている科目は、公衆衛生看護学履修生のみが選択できる科目である。
4.科目名の最後に△が記載されている「クリティカル看護論」、「慢性看護論」、「リハビリテーション看護論Ⅱ」は選択科目である。
　2科目以上選択した場合は、2科目めから選択科目に振り替えることができる。
5.科目名の最後に＊が記載されている「法と人権」「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」は養護教諭二種免許取得に必要な科目である。
　ほかに保健師国家試験受験に必要な科目も修得しなければならない。

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

区分
１年次 ２年次

社会と健康

専
門
科
目

看護の基本

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）

専
門
基
礎
科
目

個人と健康
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Ⅱ－７ 科目配置表

2022年度以降入学生　看護学科
前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位

学びの理解 統計分析法

生物学 選 情報リテラシー

化学 選

論理的思考

情報処理

英語Ⅰ（基礎） 英語Ⅱ（会話） 英語Ⅲ（読解） 選 英語Ⅳ（総合） 選

表現技法Ⅰ（読解・分析） 表現技法Ⅱ（討議・発表）

心理学 スポーツ理論  選 生活環境論 選 教育学 選

倫理学 法と人権  選 社会貢献と活動 選 文学と人間 選

現代社会論 地域社会文化論 選 国際社会論 選

生態学 選

スポーツ科学と運動　 選
12科目 7科目 3科目 4科目

（選択4科目） （選択3科目） （選択3科目） （選択4科目）
形態機能学Ⅰ 形態機能学Ⅱ 薬理学 疾病治療論Ⅱ

生涯発達論 感染免疫学 臨床心理学

病態学 疾病治療論Ⅰ

栄養代謝学

特別総合科目【通年】 特別総合科目【通年】 選 生命倫理 社会福祉論

環境保健論

関係法規
3科目 7科目 4科目 2科目

（選択0科目） （選択1科目） （選択0科目） （選択0科目）
看護学概論 看護技術論Ⅰ 看護技術論Ⅱ 看護技術論Ⅲ

看護技術総論 地域看護学概論 健康教育論

援助関係論 家族看護学

看護基礎実習Ⅰ 看護倫理

看護理論

看護基礎実習Ⅱ　　　　

地域看護実習

成人看護学概論 成人看護活動論Ⅰ 成人看護活動論Ⅱ

高齢者看護学概論Ⅰ 高齢者看護学概論Ⅱ 高齢者看護活動論Ⅰ

母性看護学概論 小児看護学概論

母性看護活動論Ⅰ

精神看護学概論

地域連携ケア論Ⅰ リハビリテーション看護論Ⅰ スポーツと看護 選

地域連携ケア論Ⅱ

公衆衛生看護学概論 選

4科目 5科目 6科目 14科目
（選択2科目）

19科目 19科目 13科目 20科目
（選択4科目） （選択4科目） （選択3科目） （選択6科目）

1.単位の欄の数字は単位数で、単位の（数字）は選択科目の単位数である。
2.科目名の最後に【通年】が記載されている科目は通年科目であり、単位数は当該年次の後期に単位数を記載している。
3.科目名の最後に（※）が記載されている科目は、公衆衛生看護学履修生のみが選択できる科目である。
4.科目名の最後に△が記載されている「クリティカル看護論」、「慢性看護論」、「リハビリテーション看護論Ⅱ」は選択科目である。
　2科目以上選択した場合は、2科目めから選択科目に振り替えることができる。
5.科目名の最後に＊が記載されている「法と人権」「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」は養護教諭二種免許取得に必要な科目である。
　ほかに保健師国家試験受験に必要な科目も修得しなければならない。

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

区分
１年次 ２年次

社会と健康

専
門
科
目

看護の基本

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

科目配置表 　2022年度以降入学生 

前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位

臨床栄養学 選

疫学 選 保健統計学Ⅰ 健康政策論Ⅰ　（※） 選 健康政策論Ⅱ　（※） 選

保健医療福祉行政論 選 保健統計学Ⅱ　（※） 選
3科目 1科目 2科目 1科目

（選択3科目） （選択2科目） （選択1科目）

成人看護活動論Ⅲ 成人看護実習Ⅰ 小児看護実習

外来看護実習 成人看護実習Ⅱ 母性看護実習Ⅱ

高齢者看護活動論Ⅱ 高齢者看護実習 精神看護実習

小児看護活動論Ⅰ 小児看護活動論Ⅱ

母性看護活動論Ⅱ 母性看護実習Ⅰ

精神看護活動論Ⅰ 精神看護活動論Ⅱ

在宅看護学概論 在宅看護論Ⅰ 在宅看護実習

医療安全論 在宅看護論Ⅱ 災害看護論 選

地域連携ケア論Ⅲ 看護学研究法 看護課題研究【通年】 看護課題研究【通年】

看護管理論 クリティカル看護論　△ 選 実践総合演習

慢性看護論　△ 選 栄養サポートチーム論 選

リハビリテーション看護論Ⅱ △ 選 地域連携ケア論Ⅳ

国際看護論 選

看護教育論 選

看護総合実習

公衆衛生看護支援論Ⅰ　（※） 選 公衆衛生看護支援論Ⅱ　（※） 選 公衆衛生看護実習Ⅰ　（※） 選

公衆衛生看護対象論Ⅰ　（※） 選 公衆衛生看護実習Ⅱ　（※） 選

公衆衛生看護対象論Ⅱ　（※） 選 公衆衛生看護実習Ⅲ　（※） 選

公衆衛生看護展開論　　（※） 選

公衆衛生看護管理論　　（※） 選
9科目 15科目 13科目 7科目

（選択5科目） （選択7科目） （選択4科目）
12科目 16科目 15科目 8科目

（選択3科目） （選択5科目） （選択9科目） （選択5科目）

4年次 単位計
（内選択計）

区分
３年次

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

専
門
科
目

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

看護の基本

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

社会と健康

33



Ⅱ ８ オフィスアワー

教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。

面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。

未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））

①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。

②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））

 オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。

 アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。

（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

基礎看護学

分野

教授

（学長）

ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ

大日向 輝美
月～金 ②

基礎教育

分野

教授
ｽｴﾐﾂ ｱﾂｵ

末光 厚夫
月～金 ②

教授
ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子
月～金 ②

専門基礎

教育分野
教授

ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕
火 以外 ②

基礎看護学

分野

准教授
ｼｭﾄﾞｳ  ｴﾘｶ  

首藤  英里香
月～金 ②

講師
ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ

園田 典子
月～金 ②

講師
ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ

本吉 明美
月～金 ②

助教
ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ

横山 桂子
月～金 ②

成人看護学

分野

教授
ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ

藤井 瑞恵
月～金 ②

准教授
ｵﾉ ﾖｼｱｷ

小野 善昭
月～金 ②

講師
ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ

伊藤 円
月～金 ②

講師
ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ

加藤 剛寿
月～金 ②

助教
ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ

池野 航平
月～金 ②

助教
ｲﾏｲｽﾞﾐ ﾘｴ

今泉 里絵
月～金 ②

高齢者

看護学分野

教授
ﾊｯﾄﾘ

服部 ユカリ
月～金 ②

准教授
ﾅｶﾀ ﾏｲ

中田 真依
月～金 ②

助教
ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ

中武 延
月～金 ②
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Ⅱ ８ オフィスアワー

教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。

面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。

未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））

①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。

②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））

オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。

アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。

（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

基礎看護学

分野

教授

（学長）

ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ

大日向 輝美
月～金 ②

基礎教育

分野

教授
ｽｴﾐﾂ ｱﾂｵ

末光 厚夫
月～金 ②

教授
ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子
月～金 ②

専門基礎

教育分野
教授

ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕
火 以外 ②

基礎看護学

分野

准教授
ｼｭﾄﾞｳ ｴﾘｶ

首藤 恵里香
月～金 ②

講師
ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ

園田 典子
月～金 ②

講師
ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ

本吉 明美
月～金 ②

助教
ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ

横山 桂子
月～金 ②

成人看護学

分野

教授
ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ

藤井 瑞恵
月～金 ②

准教授
ｵﾉ ﾖｼｱｷ

小野 善昭
月～金 ②

講師
ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ

伊藤 円
月～金 ②

講師
ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ

加藤 剛寿
月～金 ②

助教
ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ

池野 航平
月～金 ②

助教
ｲﾏｲｽﾞﾐ ﾘｴ

今泉 里絵
月～金 ②

高齢者

看護学分野

教授
ﾊｯﾄﾘ

服部 ユカリ
月～金 ②

准教授
ﾅｶﾀ ﾏｲ

中田 真依
月～金 ②

助教
ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ

中武 延
月～金 ②

オフィスアワー

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

母性看護学

分野

教授
ｻｲﾄｳ ｻｶｴ

齋藤 早香枝
月～金 ②

准教授
ｻﾜﾀﾞ ﾕｳﾐ

澤田 優美
月～金 ②

教授
ﾉｻﾞｷ ﾕｷｺ

野崎 由希子
月～金 ②

小児看護学

分野

教授
ｶﾜｻｷ ｶｽﾞｺ

河崎 和子
月

： ～

：

助教
ｻｻｷ

佐々木 めぐみ
月～金 ②

精神看護学

分野

准教授
ﾊﾗﾀﾞ ﾕｶ

原田 由香
月～金 ②

助教
ﾀｶﾊｼ ﾏｻｷ

高橋 正樹
月～金 ②

総合看護学

分野

教授
ｷﾂﾞ ﾕﾐｺ

木津 由美子
月

： ～

：

講師
ﾖｼﾀﾞ ﾕｳｺ

吉田 祐子
月～金 ②

地域看護学

分野

教授
ｺﾝﾄﾞｳ ｱｷﾖ

近藤 明代
月～金 ②

准教授
ｱﾝﾄﾞｳﾞ ﾖｳｺ

安藤 陽子
月～金 ②

准教授
ﾀｹｻﾞﾜ  ﾁﾋﾛ  

武澤  千尋
月～金 ②

講師
ｵｶﾞﾜ ｶﾂｺ

小川 克子
月～金 ②

講師
ｶﾜｸﾞﾁ ｹｲｼﾞ

川口 桂嗣
水

： ～

：

講師
ｻｸﾅﾐ ｱｷｺ

作並 亜紀子
月～金 ②
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オフィスアワー

栄栄養養学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

社会・環境

と健康
教授

ﾊﾏｵｶ ﾅｵﾋﾛ

濱岡 直裕
月～木 ②

人体の構造

と機能及び

疾病の成り

立ち

教授
ﾁﾊﾞ ﾋﾄｼ

千葉 仁志
月～金 ②

准教授
ｷﾝﾀｶ ﾕｳﾘ

金髙 有里
月～金 ②

講師
ﾂｸｲ ﾀｶﾕｷ

津久井 隆行
月～金 ②

食べ物と

健康

教授
ｲﾀｶﾞｷ ﾔｽﾊﾙ

板垣 康治
月～金 ②

教授
ｻｶﾓﾄ ﾒｸﾞﾐ

坂本 恵
月～金 ②

基礎栄養学 准教授
ﾏﾂｶﾜ ﾉﾘｺ

松川 典子
月～金 ②

応用栄養学 講師
ｲﾜﾍﾞ ﾏｲｺ

岩部 万衣子
月～金 ②

栄養教育論 教授
ﾓﾓｾ

百々瀬 いづみ
月～金 ②

臨床栄養学

教授
ｵｶﾓﾄ ﾄﾓｺ

岡本 智子
月～金 ②

講師
ｳｼﾞｹ ｼﾉ

氏家 志乃
月～金 ②

公衆栄養学 准教授
ﾂﾁﾓﾄ ｺｳｼﾞ

槌本 浩司
月～金 ②

給食経営管

理論

教授
ﾔﾏﾍﾞ ｼｭｳｺ

山部 秀子
月～金 ②

講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ

渡辺 いつみ
月～金 ②

教職課程

教授
ｱﾝﾈﾝ ﾔｽﾏｻ

安念 保昌
月～金 ②

教授
ｶﾄｳ ﾀｶｼ

加藤 隆
月～金 ②

助教
ｱﾋﾞｺ ﾋﾛﾐ

安彦 裕実
月～金 ②

助教
ﾑﾗｵ ｻﾄ

村尾 咲音
月～金 ②

助教
ﾖﾈﾀ ﾐｵ

米田 実央
月～金 ②

助手
ﾋﾀﾞ ﾏﾕﾐ

樋田 真弓
月～金 ②

助手
ｵｻﾍﾞ ﾀｲｺ

長部 泰子
月～金 ②
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